
日本子ども虐待防止学会第 29 回学術集会滋賀大会 タイムスケジュール 2日目①：11 月 26 日（日）

建物

階

会場名 C101 C102 C103 C104 C105 C106 C107 C108 C109 C201 C202 C203 C204 C205 C206

座席数 727 583 178 196 196 196 196 398 398 727 583 583 583 308 308

教育講演1 basic lecture1 S-01 S-02 S-03 S-04 S-05 S-06 basic lecture2 大会企画ｼﾝﾎﾟｼ ｳﾑ2
委員会・WG企画ｼﾝ

ﾎﾟｼ ｳﾑ2
S-07 S-08

小木曽 宏

教育講演2 大会企画ｼﾝﾎﾟｼ ｳﾑ3
委員会・WG企画ｼﾝ

ﾎﾟｼ ｳﾑ3
S-22 S-23 S-24 S-25 S-26 S-27 basic lecture3 大会企画ｼﾝﾎﾟｼ ｳﾑ4

委員会・WG企画ｼﾝ
ﾎﾟｼ ｳﾑ4

S-28 S-29
委員会・WG企画ｼﾝ

ﾎﾟｼ ｳﾑ5

鈴木 浩之

教育講演3 basic lecture4
委員会・WG企画ｼﾝ

ﾎﾟｼ ｳﾑ6
S-42 S-43 S-44 S-45 S-46 S-47 教育講演4 大会企画ｼﾝﾎﾟｼ ｳﾑ5

委員会・WG企画ｼﾝ
ﾎﾟｼ ｳﾑ7

S-48 S-49
委員会・WG企画ｼﾝ

ﾎﾟｼ ｳﾑ8

教育講演5 basic lecture5
委員会・WG企画ｼﾝ

ﾎﾟｼ ｳﾑ9
S-62 S-63 S-64 S-65 S-66 S-67 教育講演6

委員会・WG企画ｼﾝ
ﾎﾟｼ ｳﾑ10

S-68 S-69 S-70

17:00

コラーニングハウスⅠ

１階 2階

児童相談所による子
どもの意見表明権の
保障 ～子どもの意
見を「正当に尊重す

る」とは～

浦 弘文

「非行と虐待の関連
女子非行少年におけ
る被害を考える」

定本 ゆきこ

「こども家庭セン
ターと母子保健活動
―「予防」を核とす
る保健師活動―」

馬場 文

トラウマインフォー
ムドケア（TIC）と
修復的正義（RJ）に
もとづく多分野での
実践可能性の検討

野坂 祐子

協同面接における三
機関連携の在り方～
子どものための聴取
になるように～

根ケ山 裕子

発達特性をもつ未就
学児の親支援を考え
るー地域の保健師・
保育士の立場からー

河崎 智子

施設職員による利用
者に対する不適切な
関わりと予防及び対
策について ―児童
福祉現場における
「転移」「逆転移」

からの考察―

専門里親制度のこれ
までとこれから

高橋 幸成

児童養護施設におけ
るトラウマイン

フォームドケアの実
践と展望

山口 修平

児童相談所および市
町村におけるトリプ
ルP導入の現状と親
子関係構築支援の新
しい展開に向けて

柳川 敏彦

協同面接と多機関連
携の中でのちいさな
「子どもの声」 ～
児童相談所として子
どもの声を聴きアド
ボケイトするという

こと～

「子どもアドボカ
シーの基礎的理解」

昇 慶一

「子ども・若者ケア
ラー(ヤングケア
ラー)に関する当事
者参画型アクション

リサーチ」

斎藤 真緒

「不適切な養育を見
逃さない！」

小坂 浩隆

「支援連携における
保育施設の役割と課
題ーアセスメントの
意義に着目してー」

土田 美世子

トラウマインフォー
ムドケアを活用した
支援者・組織の安心
安全を高める実践

河野 洋子

地方自治体が設置す
る子どもの権利擁護
機関における権利の
具現化および課題

谷口 由希子

ライフストーリー
ワークの実践におい
て、過酷な事実をど

う扱うのか

才村 眞理

「ネウボラに学ぶ日
本の児童虐待防止シ
ステムづくり」

横山 美江

「研究倫理はだれの
ために存在する？」

御牧 信義

非行の課題を抱える
子どもの支援 その
２ ～児童福祉と少
年司法との協働のあ
り方を考える～

一宮 里枝子

「PCITの理論と実
践」

日指 沢子
日衛嶋 郁子

「性虐待の現状と支
援 ～包括的性教育
の重要性～」

上野 千穂

「子どもの権利を保障する意
見表明等支援（ア ボカ

シー）事業の実施に向けて—
真に子どもの声を尊重するシ
ステム構築や実践を展開する

ためには—」

相澤 仁
奥山 眞紀子

（子どもの権利を守るﾜｰｷﾝｸ
ｸ ﾙｰﾌﾟ2）

こ家センを進化の
チャンスに！予防に
向けた地域全体での
家族丸ごと支援に向
けたブレイク・ス

ルー

伊藤 徳馬

母子生活支援施設の
親子関係構築支援・
再構築支援について
～母子生活支援施設
の新たな活用に向け

た挑戦～

大神 嘉

子ども虐待対応にお
ける支援者の専門性
について―保健師、
保育士、教師、児童
指導員の専門性―

増沢 高

児童家庭支援セン
ターやＮPO等によ
るヤングケアラー支
援の困難性と可能性

橋本 達昌

「児童虐待の定義を
めぐる問題―障害者
虐待防止学会からの
課題提起をうけて」

鷲山 拓男
（障害児虐待予防ﾜｰ
ｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ2）

子どもたちの育ちと
社会的養護の課題―
子どものニーズ、ア
ドボカシーを基盤に
した実践の方向―

櫻谷 眞理子

「虐待予防のソーシャル
ワークにいかす保健師の

専門的知識・技術
—受援力を引き出すソー
シャルワークとは—」

渡辺 好恵
中板 育美

（虐待予防ﾜｰｷﾝｸﾞ
ｸﾞﾙｰﾌﾟ）

「当事者参画のモヤモ
ヤとこれからーインケ
ア・ユースからの

「声」をどう受け止め
るか その2」

相澤 仁
（当事者ﾕｰｽﾜｰｷﾝｸﾞ

ｸﾞﾙｰﾌﾟ）

こども家庭福祉領域
における福祉職と法
律家のより良い協働
～ソーシャルワー
カーと弁護士の協働
事例からの考察～

安井 飛鳥

飯塚市こども家庭セ
ンターcocosumoの
目指すべき支援の姿
～3児童死亡事例検
証と提言を受けた取

組を通して～

田中 祥一朗

東京都予防的支援推
進とうきょうモデル
事業における自治体
の取り組み～アー
リーパートナーシッ
プモデルの実装～

馬場 香里

DV加害者の行動と
強圧的コントロール
理解に基づく子ども
福祉実践 ―加害親
への面接時の留意点

を中心にー

増井 香名子

子どもの声を聴き支
援に反映するには？
大阪・熊本・奈良・
三重のアドボケイ
ト・児童相談所等と

の役割と協働

栄留 里美

「子どもの権利を基
盤とする子ども虐待
対応について考え

る」

相澤 仁
奥山 眞紀子

（子どもの権利を守る
ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ1）

子どもの最善の利益に
資する多機関多職種連
携システムのデザイン
―日本版司法面接ガイ
ドラインとプロトコル
に関するプロジェクト

を中心に―

飛田 桂

産前から夫婦そろっ
ての親準備教育によ
る児童虐待予防を考
える―夫婦が協力し
て子育てを行うとい

う観点からー

柴田 俊一

「認定資格「子ども
家庭ソーシャルワー
カー」に期待するこ

と」

増沢 高
藤林 武史

（専門性の基盤づくり
ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ）

「障害児虐待予防を踏まえた
「発達支援」～家族支援を中
心に～ ― 令和3- 年度厚生
労働科学研究：「障害児虐待
予防のための包括的支援マ
ニュアルの作成に関する研

究」を踏まえて―」

米山 明
（障害児虐待予防ﾜｰｷﾝｸ

ｸ ﾙｰﾌﾟ1）

ACEを経験した子ど
もの理解とアドボカ
シー～児童福祉にお
けるアドボカシー活
動の専門性の確立に

むけて～

石田 賀奈子

「社会的養護のユー
スに対する自立支援
- 海外の支援の現状
と米国における進学
支援モデルの開発と

実装」

Amy M. Salazar

「改正児童福祉法の
論点（II）」

濱田 雄久
（虐待に関する制度

検討委員会）

9:00

10:30

12:15

13:30

15:00

16:45

「虐待による頭部外
傷（AHT: Abusive
Head Trauma in

Infants and
Children）」

原田 敦子
山中 巧

「子ども領域におけ
るAI活用のフロン
ティア データ駆動
型研究と実践のため
のアプローチ」

和田 一郎

市区町村子ども家庭
支援におけるスー
パーバイザーの役割
について ～自主制
作映画を通して考え

る～

小泉 誠

児童家庭支援セン
ターによる要保護児
童の在宅支援の現状
―要保護児童のモデ
ル事例作成と支援計

画について―

武田 玲子

地域の中で『心配
な』家庭を支援する
ためのケースマネジ
メントとサポートプ

ランを考える

畠山 由佳子

「一時保護の司法審
査」～具体的運用の
シミュレーションお

よび問題点

藤田 香織

「子どもの権利 ～
こども基本法下で考
える子どもの権利条

約」

野村 武司
（子どもの権利ﾜｰｷﾝ

ｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ）

「すべての分野で研
究倫理を実現するに
はどうする？」

御牧 信義
（倫理・COI委員

会）

子どもの安心基地を
保障するために支援
者ができること―子
どもの声とニーズと
共にある実践を実現

するために

宮口 智恵

里親制度の国際比較
～日本への示唆を考

える～

福田 公教

第三者によるこども
の意見聴取と意見表
明支援～明石市児童
相談所の取り組みと

その評価～

佐野 洋子

「あらたな市町母子
保健福祉相談体制に
向けた地域での役

割」

古川 洋子

10:45

15:15



日本子ども虐待防止学会第 29 回学術集会滋賀大会 タイムスケジュール 2日目②：11 月 26 日（日）
建物

階

会場名 F101 F102 F103 F104 F105 F107 F108 F109 F110 F111 F112 F201 F202 F203 F204 F205 F206

座席数 84 84 84 84 84 84 84 84 84 84 84 215 215 215 215 215 215

S-09
一般演題

（口頭発表）
一般演題

（口頭発表）
一般演題

（口頭発表）
一般演題

（口頭発表）
S-10 S-11 S-12 S-13 S-14 S-15 S-16 S-17 S-18 S-19 S-20 S-21

児童福祉施設1 母子保健・民間団体1 里親・養子縁組 子育て支援1

座長 藪 一裕 座長 佐保 美奈子 座長 山川 宏和 座長 川北 典子

O-01～O-05 O-06～O-11 O-12～O-16 O-17～O-21

大会企画ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ1 一般演題
（口頭発表）

一般演題
（口頭発表）

一般演題
（口頭発表）

一般演題
（口頭発表）

S-30 S-31 S-32 S-33 S-34 S-35 S-36 S-37 S-38 S-39 S-40 S-41

児童福祉施設2 医療1 児童相談所1 子育て支援2・その他1

座長 金澤 ますみ 座長 辻 俊一郎 座長 石田 慎二 座長 有井 悦子

O-22～O-26 O-27～O-31 O-32～O-36 O-37～O-41

大会企画ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ2
一般演題

（口頭発表）
一般演題

（口頭発表）
一般演題

（口頭発表）
一般演題

（口頭発表）
S-50 S-51 S-52 S-53 S-54 S-55 S-56 S-57 S-58 S-59 S-60 S-61

児童福祉施設3 医療2 児童相談所2・司法 市町村1

座長：礒部 美也子 座長 安 炳文 座長 菅野 道英 座長 越智 紀子

O-42～O-46 O-47～O-51 O-52～O-56 O-57～O-61

北谷 多樹子

S-71
一般演題

（口頭発表）
一般演題

（口頭発表）
一般演題

（口頭発表）
一般演題

（口頭発表）
S-72 S-73 S-74 S-75 S-76 S-77 S-78 S-79 S-80 S-81 S-82 S-83

教育・障がい 医療3・その他2 児童相談所3・その他3 市町村2・民間団体2

座長 中村 健 座長 西澤 嘉四郎 座長 鈴木 崇之 座長 山田 容

O-62～O-66 O-67～O-71 O-72～O-76 O-77～O-81

17:00

9:00

10:30

12:15

13:30

15:00

16:45

虐待ハイリスクの子ど
もを地域で、どう見
守って、子育てを支援
するか～多職種でうま
くいったこと、いかな
かったこと、共有して

みませんか～

馬場 恵子
長屋 勝之

臨床と研究の融合‐
脳科学的視点から子
どもの発達を考え
るー親子関係を支え
るための様々な視点

とアプローチ

水島 栄

「子どもの声をきけ
る養育者とは？ー子
どもデザイン教室発
「デザイン国語」の
体感ワークショッ

プー」

伊藤 嘉余子

社会的養護において
子どもが感じる本当
の安心とは何か ～
現場の養育者ができ
ることを一つ一つ考

える～

関根 祥子

子ども一人ひとりに
適した施設環境につ
いて考えるⅡ ＨＯ
ＭＥ評価尺度による
子どもの権利擁護の

可能性

児童養護施設グイン・
ホーム（西森 啓祐）

総合知による子ども
支援の仕組みづく
り チーム学校を形
成するスクリーニン
グシステム（発見か

ら支援まで）

山野 則子

どこまでする？『こ
どもファースト』～
模索と工夫で取組ん
だ明石こどもセン
ターの軌跡～

秋末 珠実

困難を抱える子ども
と家族を支えるラッ
プアラウンドー 当
事者主体で支援プラ
ンを作成するため

にー

久保 樹里

児童相談所一時保護
所の子どもと支援

鈴木 勲

社会的養護における
自立支援を考える－
「自立」の理念と実
践の体系化を目指し

て

特定非営利活動法人
ひだまりの丘

（理事長 蛯沢 光）

裁判記録等を用いた
児童虐待死亡事例の
再検証と事例研究に
よる人材育成につい

て

齋藤 知子

地域子育て支援にお
ける病院看護師の役
割 ～CPT看護師っ
て、知ってますか？

～

木下 あゆみ

教育現場における心
理職の虐待対応の現

状と課題

飯田 香織

MCGの実践「このま
まの私でやっていく」
～30年の歩みを通して
見えてきたグループの

力と課題～

松下 清美

“教育”の名のもとに行
われる子どもへの人権
侵害行為―保護者によ
るエデュケーショナ
ル・マルトリートメン
トの生起・維持メカニ

ズムの解明(2)

大西 将史

子どものためのワン
ストップセンター
（Children's

Advocacy Center）
の実践と展望

田上 幸治

社会は児童相談所を
どう支えていける
か？―電子コミック
による啓発の試み―

綿村 英一郎

里親ショートステイ
を活用した要支援家
庭への家族支援の実

際

松﨑 佳子
橋本 愛美

児童相談所における
性問題行動治療教育
グループの試み

駒村 樹里

市町村・児童家庭支
援センター・児童相
談所の委託関係をめ
ぐって～「地域養育
システム構築」をめ

ざして～

小池 由佳

一歩先取りした中核
市等の児童相談所一
時保護所～原点から
今と未来を探る一時

保護所～

井上 景

社会的養護施設にお
ける法の使用につい

て

横浜いずみ学園
（井上 真・尾谷 健）

児童相談所における
スーパーバイズシステ
ムを｢学習する組織｣で
考える ーよりよい組
織づくりおよび人材育
成をめざしたボトム
アップからの工夫ー

子ども虐待防止を目
指した地域拠点型多
胎育児支援活動 ―
民間団体による妊娠
期からの取り組みー

服部 律子

社会的養育における
ドリフト事象の実態
とケア指標の作成に

向けて

山田 勝美

あたらしい一時保護
所の先頭ランナーと
しての特別区一時保

護所実践

茂木 健司

児童相談所における
付添犬による子ども

の支援

山本 真理子

子ども虐待予防教育
の展望 学校現場に
おける現状と課題

宮里 慶子

子どもアドボカシー
が子どもやユースに
与えるインパクトに

ついて

菊池 幸工

小児医療における虐待に
どのように気づき、支
え、そしてどのようにつ
なげるか ～トラウマイン
フォームドアプローチ・
患者を中心とした家族支
援の展開の在り方を検討

する～

田中 恭子

「わたしの気持ちと
子どもの権利」

長瀬 正子

改めて「記録」とそ
の活用のあり方を考
える～子どもまんな
か社会を目指して～

泉田 信行

里親家庭の実子への
支援と今後の展望に

ついて

山本 真知子

特別区の児童相談所
及び子ども家庭支援
センターの研修等か
らみえる人材育成の
バージョンアップ

川並 利治

児童自立支援施設に
おけるトラウマイン
フォームドケアの実
践～子ども・職員・
施設の安全のために

奥野 美和子
浅野 恭子

アディクション(依
存症)を抱える養育
者とその子ども達を
支援するための“介
入ツール”を用いた

取り組み

田渕 賀裕

そこに居たくなる
“雰囲気”とその再現
可能性 ー私たちの
日常の取り組みか

らー

加賀谷 悠

子ども虐待予防領域
へ対話的アプローチ

を

門間 晶子

虐待の「連鎖」を断
ち切るデートDV防
止～被害・加害当事
者に寄り添う支援の

在り方

阿部 真紀

医療現場における多
様な育児状況と価値
観への支援に向けた

課題

川口 めぐみ

日米・当事者ユース
の視点から虐待対応
および社会的養護の

視座を問う

永野 咲

特定妊婦支援におけ
る連携協働 ―大阪
市産前産後母子支援
事業（ダイヤモンド
ルーム）の取り組み

からー

廣瀬 みどり

児童養護施設の若手
職員にライフストー
リーワークの重要性
をどう伝えるか？―
伴走型人材育成の試

み―

山本 智佳央

中野区児童相談所
２年目の挑戦 子ど
もと家族を中心に
～子どもアドボケイ
ト・一時保護所・心
理支援・SofS～

中野区児童相談所
（阪無 勇士）

性暴力被害者総合ケ
アワンストップびわ
湖（SATOCO）―開
設10年を経てー

木村 知子

保護者に寄り添って
解決する支援の取組
み ～はじめての面
接を支える～

矢後 芳明

「こどもまんなか」
にしたら見えてきた
ちょっと新しい官民

の繋がり

辻川 朱利

滋賀県児童養護施設
等の子どもの権利擁
護事業の概要と20年

間の取組み

礒部 美也子

子どもの育ちとア
ディクション～家族
まるごと支援のため
につながりを作る～

塚本 真代

配置型スクールソー
シャルワーカーと
「チーム学校」によ
る 子どもアドボカ

シーの意義

大塚 美和子

支援者支援－支援者
のバーンアウトを予

防するー

藤澤 陽子

移行期のメンタルヘ
ルスケアの現状と将
来 日米比較と当事
者ユースの視点から
精神保健サービスの

在り方を探る

粟津 美穂

フォレストハウス

１階 ２階

10:45

15:15
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建物
階

会場名
8:30

8:45

9:00

9:15

9:30

9:45

10:00

10:15

10:30

10:45

11:00

11:15

11:30

11:45

12:00

12:15

12:30

12:45

13:00

13:15 12：25～13：25

13:30

13:45

14:00

14:15

14:30

14:45

15:00

15:15

15:30

15:45

16:00

16:15

16:30

16:45

17:00

コラーニングハウスⅠ

企業展示 書籍展示

廊下廊下

ポスター発表掲示

パネル展示

1階 2階

ポスター発表
フリーディスカッ

ション


